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１．はじめに

高校・大学卒業者の就職や若者をめぐる数々の

困難さが続いている。例えば2012年５月の就職内

定率は大学生が93.6%であるという。大学生卒業

予定者（55万人）のうち、就職希望者数約38万１

千人、内定者は約35万６千人で後者を前者で割っ

ただけである。厚生省調査で高校生の場合を見て

みよう。大学生と同じに求職者約16万人、内定者

約15万5千人であるから、約96.9%の内定率であ

る。大学生の場合は卒業者と就職内定者の差が約

17万人、高校生の場合のその差は４万８千人であ

る（卒業者は20万８千人である）。このように高

校生・大学生ともに現実とはかなりのずれがある

ことがわかる。実際、就職ができず自殺に追い込

まれた若者が警視庁の発表によると、07年の2.5

倍の150人に増えている1)。このように若者の経

済的自立は大変困難なことがわかる。

他方、人格形成で重要な子どもの遊びを見てみ

ると、その形態は変化してきている。核家族化の

進行や治安の悪化、地域交流の減少などにより、

外遊びからテレビゲームなどの内遊びが主流と

なってきている。さらに、高度情報化の更なる進

展によって、インターネット・携帯電話が急速に

普及した。これらの環境の変化によって、コミュ

ニケーションを図ることが苦手な子どもや若者の

増加が危惧されている。つまり、遊びを通して子

どもは社会化していくことに対しても大変困難な

状況であるということである。

そのような社会的変容を反映しているのが若者

文化である。若者文化とは青年層に支持され、既

存の文化とは異なった若者独特の文化のことで、

現在まで、クラブやルーズソックス、コギャル、

ロリータファッション、ポケベルや携帯電話など

の移動体メディア、プリクラなどさまざまな若者

文化がうまれ、変化してきた。

本研究では、これらの多くの若者文化の中か

ら、男女差が出ることが予想され、現在も続いて

いるプリント倶楽部（以下プリクラ）に注目す

る。若者文化としてプリクラが登場してから16年

が経過し、この16年の間に、プリクラは大きく変

化している。次々に変化していくプリクラ機やプ

リクラのシステムには、その時代の実態、環境が

関係していると考えられる。現代の若者の思考の

傾向を知ることで、不安定な思春期にいる若者を

理解し、若者を守り、若者につけさせたい力を再

考できると考えられる。このことが教育内容及び

教育方法を見直すことに通ずるのではないだろう

か。従来家庭科教育では、このような社会的背景

をもとに子ども理解・子どもの社会化―保育所設

立と子どもの発達・子どもの自立（生涯発達とケ

ア・社会保障・福祉）についての学びを行ってき

ている。とりわけ、学ぶ領域は生活や子ども

（命）に関わることすべてであり、その意味では

多様である。この問題解決の方法として、従来の

一方的な学びではなく、授業用プリントとしての

ワークシートや子どもが主権者として積極的に、

提案し、表現や発信などをすること等の活動が活

発化している2)。

以上から、本研究は、若者の興味・関心があ

る、プリクラをコミュニケーション、自己表現

（発信）、自己開示の点から捉え、問題・課題を

明らかにし、教育的提案を行うことを目的とする。
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２．先行研究

栗田3)は、「プリクラ・コミュニケーション」

で、プリクラの社会的機能を友人確認、イベント

確認、偶像収集、フレーム収集という４つの社会

的機能を提示し、従来の写真撮影を継承し、それ

をかつ進化させた新しいメディア・コミュニケー

ションの形態であるとした。特にプリクラシール

は、交換可能性と流通性から、コミュニケーショ

ン・ツールとしての役割も担うことになったと述

べている。栗田はこれを「偶像収集」の一部であ

ると述べている。プリクラ交換、収集においてプ

リクラ保有枚数は友人の多さを計る、つまり「プ

リクラは友人であることの証」なのである。これ

はプリクラの社会的機能である「友人確認」を意

味するものである。

坂田4)は、「プリクラとコミュニケーション」

に対する研究で、「プリクラとは人間関係という

目には見えないものを可視化することのできる手

段であり、自己を表現することのできるメディア

であり、他者との差異を明らかにする指標であ

る」と主張している。

プリクラを見る者はそこに写る被写体の表情や

被写体同士の関係性を目にすることで、被写体の

生身の姿や性格（どんな人物でどんな友達がいる

か等）を容易に想像することができる。つまり、

その関係性の中にコミュニケーションがあるので

はないだろうか。栗田と坂田のプリクラにおける

コミュニケーション理論を引き継ぎ、子ども目線

からの研究から、若者文化を再検討することが必

要と思われる。大人の規範性や大人文化から考え

ると、若者の文化は否定的に捉えがちである。い

や、得体も知れない世界に大人はある種の不安を

抱くものである。子ども目線からの研究から、今

後の子どもたちの生活世界や学校教育の中で大き

な意義があると思われる。

３．調査目的・方法・調査期間

１）調査目的

先行研究から、プリクラが人間関係を撮影とい

う関係性の中でとらえ、プリクラ自体が「コミュ

ニケーション・ツール」であり、さらにプリクラ

交換、流通という機能を利用して、自己表現と

なっているのではないか、これらを明らかにし、

若者文化の様相を論ずることを目的とする。

２）調査の方法

2011年11月、鹿児島県の公立高等学校に通う高

校生男女120名（女子70名:男子50名）と鹿児島県

の大学に通う大学生男女73名（女子48名、男子25

名）を対象に、質問紙調査を行った。高校生を対

象にした理由は、高校生がプリクラを利用する年

齢層であること、プリクラという若者文化を研究

していく中で、高校生の実態や意識を知る必要が

あると考えたからである。この上にたって、大学

生は社会的に自立している時期であり、自分の高

校時代を振り返る時期であるため、対象とした。

本稿では、高校時代と現在ではどのようにプリク

ラに対する意識が変化をしているのかを中心に大

学生の意識調査を行い、分析・考察する。そのた

め、プリント倶楽部（プリクラ）に関する意識調

査を以下４点行った。

１．高校時と比べてプリクラに対する意識は変

わりましたか

２．プリクラをどれくらいの頻度で撮りますか

３．誰とプリクラを撮ることが一番多いですか

４．高校時と比べてプリクラを利用する動機は

変わりましたか

３）分析の方法・視点

分析はEXCEL単純集計をし、①高校時代と大

学時代の比較意識、②男女差が特にあった点を分

析・考察する。

４．結果と考察

１）高校時に比べての様々な変化

(1) 高校時と比べてプリクラに対する意識の変化

「高校時と比べてプリクラに対する意識は変わ

りましたか」という質問に対して「高校時よりプ

リクラを利用したくなった」「高校時よりプリク

ラを利用したくなくなった」「高校時より関心を

持つようになった」「高校時より関心がなくなっ

た」「意識は変わっていない（利用し続けてい

る）」「意識は変わっていない（利用していな

い）」の６つの選択肢を設け、複数回答を求め

た。
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その結果、女子（N=48）では、「高校時より関

心がなくなった」と回答した学生が2 6名

（53％）、「高校時よりプリクラを利用したくなく

なった」と回答した学生が８名（16.5％）、「意識

は変わっていない（利用し続けている）」と回答

した学生が８名（16.5％）、「高校時よりプリクラ

を利用したくなった」と回答した学生が５名

（10％）、「意識は変わっていない（利用していな

い）」と回答した学生が２名（４％）、「高校時よ

り関心を持つようになった」と回答した学生が０

名（０％）であった（表１）。

男子（N=25）では、「意識は変わっていない

（利用していない）」と回答した学生が11名

（42％）、「高校時より関心がなくなった」と回答

した学生が８名（31％）、「高校時より関心を持つ

ようになった」と回答した学生が３名（11％）、

「高校時よりプリクラを利用したくなった」と回

答した学生が２名（８％）、「意識は変わっていな

い（利用し続けている）」と回答した学生が１名

（４％）、「高校時よりプリクラを利用したくなく

なった」と回答した学生が１名（４％）であった

（表１）。

表１ 高校時と比較したプリクラに対する意識

（複数回答）

このように、高校時と比べて今は関心やプリク

ラを利用したいという意識は低くなっていること

がわかる。この関心の変化は、一つには、プリク

ラ以外の興味が確立してきたこと、友人関係の変

化・友人自体がプリクラに関心が無いなど、自身

と友人の好みなどの変化が考えられる。また、携

帯電話やスマートフォンの普及など、他のメディ

ア媒体などが取って代わられてきていると考えら

れる。これらの結果を裏づけるためにプリクラ撮

影の頻度を見てみることにする。

(2) プリクラ撮影の頻度

「プリクラをどれくらいの頻度で撮りますか」

という質問に対して「週に２回以上」「２週間に

１回程度」「月に１回程度」「年に２～３回」「年

に１回以下」「撮影したことがない」の６つの選

択肢を設け、回答を求めた。

その結果、女子の高校時では、「週に２回以

上」と回答した学生が１名（２％）、「２週間に１

回程度」と回答した学生が13名（27％）、「月に１

回程度」と回答した学生が21名（44％）、「年に２

～３回」と回答した学生は９名（19％）、「年に１

回以下」と回答した学生が４名（８％）、「撮影し

たことがない」と回答した学生はいなかった。大

学時では、「週に２回以上」と回答した学生が０

名（０％）、「２週間に１回程度」と回答した学生

が０名（０％）、「月に１回程度」と回答した学生

が17名（35％）、「年に２～３回」と回答した学生

が20名（42％）、「年に１回以下」と回答した学生

が９名（19％）、「撮影したことがない」と回答し

た学生が２名（４％）であった（表２）。

男子の高校時では、「週に２回以上」と回答し

た学生が１名（４％）、「２週間に１回程度」と回

答した学生が０名（０％）、「月に１回程度」と回

答した学生が１名（４％）、「年に２～３回」と回

答した学生が10名（40％）、「年に１回以下」と回

答した学生が10名（40％）、「撮影したことがな

い」と回答した学生が３名（12％）であった。大

学時では、「週に２回以上」と回答した学生が１

名（４％）、「２週間に１回程度」と回答した学生

が０名（０％）、「月に１回程度」と回答した学生

が１名（４％）、「年に２～３回」と回答した学生

が８名（32％）、「年に１回以下」と回答した学生

が10名（40％）、「撮影したことがない」と回答し

た学生が５名（20％）であった（表３）。

女（N=48）男（N=25）

①高校時より関心がなく

なった

26名

（53％）

８名

（31％）

②高校時よりプリクラを

利用したくなくなった

８名

（16.5％）

２名

（8％）

③意識は変わっていない

(利用し続けている)

８名

（16.5％）

１名

（4％）

④高校時よりプリクラを

利用したくなった

５名

（10％）

１名

（4％）

⑤意識は変わっていない

(利用していない)

２名

（4％）

11名

（42％）

⑥高校時より関心を持つ

ようになった

０名

（0％）

３名

（11％）
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表２ 高校時と比較したプリクラ利用頻度【女】

（N=48）

表３ 高校時と比較したプリクラ利用頻度【男】

（N=25）

このように高校時から比べると大学時代は撮影

頻度が極端に減少していることが分かった。プリ

クラは高校生の日常に根づいていることが分か

る。

(3) プリクラを一緒に一番多く撮る人

「誰とプリクラを撮ることが一番多いですか」

という質問に対して「友人」「恋人」「家族」「一

人で撮る」の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、女子の高校時では、「友人」と回答

した学生が47名（98％）、「恋人」と回答した学生

が１名（２％）、「家族」と「一人で撮る」「その

他」と回答した学生はいなかった。大学時では、

「友人」と回答した学生が42名（87％）、「恋人」

と回答した学生が６名（13％）、「家族」「一人で

撮る」｢その他｣と回答した学生はいなかった（表

４）。

男子の高校時では、「友人」と回答した学生が

14名（61％）、「恋人」と回答した学生が７名

（31％）、「一人で撮る」と回答した学生が１名

（４％）、「その他｣と回答した学生が１名

（４％）、「家族」と回答した学生はいなかった。

大学時では、「友人」と回答した学生が12名

（50％）、「恋人」と回答した学生が10名

（42％）、「一人で撮る」と回答した学生が１名

（４％）、「その他」と回答した学生が１名

（４％）、「家族」と回答した学生はいなかった

（表４）。

この結果から、プリクラ撮影の頻度が少なくな

頻 度 高校時 大学時

１ 週２回以上 １名(2％) ０名( 0％)

２ ２週間に１回程度 13名(27％) ０名( 0％)

３ 月に１回程度 21名(44％) 17名(35％)

４ 年に２～３回 ９名(19％) 20名(42％)

５ 年に１回以下 ４名(8％) ９名(19％)

６ 撮影したことがない ０名(0％) ２名( 4％)

頻 度 高校時 大学時

１ 週２回以上 １名( 4%) １名( 4%)

２ ２週間に１回程度 ０名( 0%) ０名( 0%)

３ 月に１回程度 １名( 4%) １名( 4%)

４ 年に２～３回 10名(40%) ８名(32%)

５ 年に１回以下 10名(40%) 10名(40%)

６ 撮影したことがない ３名(12%) ５名(20%)

表４ 高校時と比較した一番多く撮影する相手

女（N=48） 男（N=24）（NA=1）

高校時 大学時 高校時 大学時

１ 友人 47名(98％) 友人 42名(87％) 友人 14名(61％) 友人 12名(50％)

２ 恋人 １名(2％) 恋人 ６名(13％) 恋人 ７名(31％) 恋人 10名(42％)

３ 家族 ０名(0％) 家族 ０名(0％) 家族 ０名(0％) 家族 ０名(0％)

４ 一人で撮る０名(0％) 一人で撮る０名(0％) 一人で撮る１名(4％) 一人で撮る１名(4％)

５ その他 ０名(0％) その他 ０名(0％) その他 １名(4％) その他 １名(4％)
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る理由として、友人の変化を上げたが、お遊び的

な友人関係から、一つには友人間の濃密さとして

「恋人」へと人間関係が変化していることがわか

る。ただし、人間関係が深くかかわりがある「家

族」では撮影せず、むしろ家族以外の新しい人間

関係を求めているということになる。

(4) 高校時と比べてプリクラを利用する動機の変

化

① 女子の場合

「高校時と比べてプリクラを利用する動機は変

わりましたか」という質問に対して「変わった」

「変わってない」の2つの選択肢を設け、回答を

求めた。また、「変わった」と回答した学生にど

のように変わったか自由記述を求めた。

その結果、女子では「変わった」と回答した学

生は16名（33.3％）、「変わってない」と回答した

学生は32名（66.7％）であった。

「変わった」と回答した学生の内容は次の通り

である（表５）。

表５ 変わったと回答した学生 N=16

② 男子の場合

男子では、「変わった」と回答した学生は5名

（20％）、「変わってない」と回答した学生は20名

（80％）であった（表６）。

「変わった」と回答した学生の内容（各１名）

は次の通りである。

表６ 変わったと回答した学生 N=5

結果から、女子の場合は、「プリクラを撮るこ

とが当たり前で楽しむために利用していた｣のよ

うに、なんとなく撮影してり、プリクラの枚数が

いわゆる自分の「ステータス」や不特定多数の友

人関係から、それが親密な人間関係の「記念」に

変化していくことがわかる。男子の場合は、女子

と同様に「ノリ」ではあったが、被写体の変化理

由(デジカメ)である場合とその年代にプリクラは

ふさわしいか、という価値観の確立があると思わ

れる。

大学生にとってプリクラは特別な時に記念に利

用するものであり、日常では、携帯カメラやデジ

タルカメラを利用しているということであった。

例 人数 高校時 大学時

１ ５名

プリクラの枚数を

増やしたかった

（プリクラ帳に貼

る，交換するため）

思い出として記念に

利用している

（あまり会えない人

とも）

２ ３名

なんとなく撮って

いた

記念や思い出に残し

たくて撮っている

（同窓会などの特別

な時や記念日に）

３ ２名

プリクラを撮るこ

とが当たり前で

あった

（遊ぶ度に遊んだ

記念として）

思い出として記念に

残したかった

４ １名

プリクラを一緒に

撮る仲になったら

仲の良い友達とい

う友達のステータ

スとして撮ってい

た

久しぶりに会った友

達、滅多に会えない

友達との記念に撮っ

ている，ノリで利用

する

５ １名

プリクラを撮りに

行くのが普通で

あった

プリクラを撮りに行

くのが特別なことに

なった

６ １名
記念に撮っていた デジカメがあるため

必要なくなった

７ １名

記念になる，なん

となく遊んだ流れ

で撮っていた

SNS に載せるため

８ １名
楽しむために利用

していた

記念に利用している

９ １名
楽しかったから あまり興味がなく

なった

例 高校時 大学時

１
自分が何も考えて

なかった

客観的に20代のすることで

はないと思う

２
ノリで撮っちゃお

う

もういい年だから恥ずかし

い

３
興味がなかった 誘われて一回撮ってみたら

案外楽しかった

４
なんとなく撮って

いた

いろいろな機械を試したく

なった

５

写真を残す手段と

してプリクラは手

軽だった

デジカメがあるためほとん

ど必要なくなった
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デジタルカメラを持っていない高校生にとってプ

リクラは、記念に残す手段として手軽であり、楽

しむために日常的に利用しているといえよう。

１．プリクラを撮るときに意識していることに

ついて

２．プリクラシールの活用

３．容姿についてプリクラに写っている自分と

本来の自分の好き嫌い

２）高校生と大学生のプリクラに関する意識の相

違

(1) 女子

以上で見てきたとおり高校時のときと比べ、プ

リクラに対する意識が大きく異なっていた。そこ

で、次からは高校生と大学生の意識の相違を男女

別にみていくこととする。

女子高校生と女子大学生の間に大きな違いがプ

リクラに関してみられたのは以下３点である。こ

の中から、１と２について述べることにする。

① プリクラを撮るときに意識していることにつ

いて

プリクラを撮るときに意識していることについ

て①表情、②ポーズ、③服装やメイクなどの容

姿、④全員がきちんと画面に入りきれているか

という項目でそれぞれ、「かなり意識している」

「意識している」「あまり意識していない」「意識

していない」の４つの選択肢を設け、回答を求め

た。その結果は、以下の通りであった（図１）。

② プリクラシールの活用

「プリクラシールはどのように活用しますか」

という質問に対して「何にも活用せず放置する」

「ものに貼る」「交換する」「プリクラ帳に貼る」

「その他」の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「何にも活用せず放置

する」と回答した生徒が39名（47％）、「ものに貼

る」と回答した生徒が31名（37％）、「プリクラ帳

に貼る」と回答した生徒が６名（７％）、「交換す

る」と回答した生徒が５名（６％）、「その他」と

回答した生徒が２名（３％）であった。

大学生では、「何にも活用せず放置する」と回

答した学生が24名（37％）、「ものに貼る」と回答

した学生が21名（32％）、「交換する」と回答した

学生が11名（17％）、「プリクラ帳に貼る」と回答

した学生が９名（14％）、「その他」と回答した学

生はいなかった。

この結果から、高校生では「物に貼る」「プリ

クラ帳に貼る」などが多かった。しかし、何も活

用せず放置する数が高校生・大学生ともに多く、

「プリクラ帳に貼る」が以外に少ないことがわ

かった。この「プリ帳」によるコミュニケーショ

ンは、プリクラの第一次ブームである1997年から

第二次ブームである2002年の間のプリクラ離れを

食い止めたといわれている。これほど、若者の間

で当たり前のように行われていたことだが、この

調査結果からはそれほどでもないという結果で

図1 プリクラ撮影時の意識(上段：大学生女子N＝46，下段：大学生女子N＝48)
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あった。プリクラを介したコミュニケーションの

方法は変化したと考える。

(2) 男子

男子高校生（N=50）と男子大学生（N=25）の

間に違いが多数みられた中で、次の４点について

みていくことにする。

男子の結果から、女子でのそれとは得られない

結果があった。

１．プリクラの好き嫌いとその理由

２．プリクラ撮影による相手との親睦

３．プリクラ利用時の発言（会話）について

４．プリクラを撮る時に意識していることにつ

いて

① プリクラの好き嫌いとその理由

「プリクラはおもしろいですか」という質問に

対して「かなりおもしろい」「まあおもしろい」

「あまりおもしろくない」「おもしろくない」の4

つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生男子は、「かなりおもしろ

い」「おもしろい」が高校生28名(52%)と半数を

越え、大学生男子は8名(32%)であったのに過ぎ

ない。逆に大学生男子は、「あまりおもしろくな

い」「おもしろくない」が合計17名(68%)であっ

た。そこで、その理由を探ってみた。

② プリクラの好き嫌いの理由

ａ．おもしろい理由

プリクラが好きな人のうち、「プリクラがおも

しろい理由は何ですか(複数回答)」という質問に

対して「記念になる」「きれいに写る（目デカ・

美白効果等）」「自分を表現できる(表情・ポー

ズ・背景・落書き等)」「撮影時の会話が楽しい」

「その他」の５つの選択肢を設け、複数回答を求

めた。

その結果、高校生（N=26）では、「記念にな

る」と回答した生徒が25名、「自分を表現できる

(表情・ポーズ・背景・落書き等)」と回答した生

徒が６名、「きれいに写る（目デカ・美白効果

等）」と回答した生徒が４名、「撮影時の会話が楽

しい」と回答した生徒が２名、「その他」と回答

した生徒が１名であった。

大学生（N=8）では、「記念になる」と回答し

た学生が６名、「撮影時の会話が楽しい」と回答

した学生が３名、「自分を表現できる（表情・

ポーズ・背景・落書き等）」「きれいに写る（目デ

カ・美白効果等）」がそれぞれ１名で、「その他」

はいなかった。

ｂ．おもしろくない理由

プリクラが嫌いな人のうち、「プリクラがおも

しろくない理由は何ですか。」という質問に対し

て「写真などの撮影自体に興味がない」「値段が

高い」「撮影過程が面倒だ」「プリクラの加工（目

デカ・美白効果等）が嫌い」「その他」の５つの

選択肢を設け、複数回答を求めた。

その結果、高校生（N=24）では、「写真などの

撮影自体に興味がない」と回答した生徒が11名、

「値段が高い」と回答した生徒が９名、「撮影過

程が面倒だ」と回答した生徒が５名、「プリクラ

の加工（目デカ・美白効果等）が嫌い」と回答し

た生徒が３名、「その他」と回答した生徒が３名

であった。

大学生（N=17）では、「撮影過程が面倒だ」と

回答した学生が７名、「値段が高い」と回答した

学生が6名、「プリクラの加工（目デカ・美白効果

等）が嫌い」「その他」と回答した学生がそれぞ

れ4名、「写真などの撮影自体に興味がない」と回

答した学生が３名であった。

①と②の結果から、高校生は大学生に比べプリ

クラが好きであり、その理由は「記念になる」が

多かった。その反面プリクラが嫌いな高校生と大

学生はプリクラ撮影にそもそも興味が無いか年齢

とともに興味が薄れていくことがわかった。興味

深いのはプリクラの特有である「プリクラの加工

（目デカ・美白効果等）」に対しての価値観の賛

否がプリクラ撮影をする直接的な要因であろう。

また、プリクラが「自分を表現できる」という

ツールとしてもとらえている。しかし、若者はそ

れでもプリクラ撮影するのであるから、他にプリ

クラ撮影をする理由がないか考えた結果、プリク

ラ撮影による相手との親睦―会話やその内容につ

いて考察する必要があると思われる。そこで、ど

んな会話をしているのかを質問紙の回答でみてみ

ることにする。
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２．プリクラ撮影による相手との親睦

１）プリクラ撮影による相手との親睦の深まり

「プリクラ撮影によって相手との親睦は深まり

ましたか」という質問に対して「かなり深まっ

た」「深まった」「やや深まった」「変わらない」

「以前より浅くなった」の５つの選択肢を設け、

回答を求めた。

その結果、高校生（N=50:NA=2）では、「かな

り深まった」と回答した生徒が６名（13％）、「深

まった」と回答した生徒が12名（25％）、「やや深

まった」と回答した生徒が14名（29％）、「変わら

ない」と回答した生徒が15名（29％）、「以前より

浅くなった」と回答した生徒が１名（２％）で

あった（図２）。

大学生（N=25）では、「かなり深まった」と回

答した学生はおらず、「深まった」と回答した学

生が７名（28％）、「やや深まった」と回答した学

生が３名（12％）、「変わらない」と回答した学生

が15名（60％）、「以前より浅くなった」と回答し

た学生はいなかった（図２）。

高校生の場合、プリクラによって親睦が深まっ

たと感じているのが約７割であることから、プリ

クラには、より仲間意識を持ち、一体感を得るこ

とができる機能があることが分かった。大学生の

場合はプリクラを契機に親睦が深まるのではな

く、その前の人間関係がすでに出来上がっている

ものと考えられる。

２）プリクラ撮影による相手の内面のよさについて

「プリクラ撮影によって相手の内面について褒

めるようになりましたか。」という質問に対して

「かなり褒める」「まあ褒める」「あまり褒めな

い」「褒めない」の４つの選択肢を設け、回答を

求めた。

その結果、高校生（N=50:NA=1）では、「かな

り褒める」と回答した生徒が２名（４％）、「まあ

褒める」と回答した生徒が19名（39％）、「あまり

褒めない」と回答した生徒は12名（24％）、「褒め

ない」と回答した生徒が16名（33％）であった

（図３）。

大学生（N=25）では、「かなり褒める」と回答

した学生が１名（４％）、「まあ褒める」と回答し

た学生が５名（20％）、「あまり褒めない」と回答

した学生が４名（16％）、「褒めない」と回答した

学生が15名（60％）であった（図３）。

高校生は相手を少し褒めることがあっても、大

学生の場合は、外見について相手を褒めることは

ないことがわかる。いずれにしても、プリクラ撮

影時は、会話が頻繁に行われており、プリクラは

気軽にコミュニケーションをとることができる身

近な手段であり、その場所は共有の場ともいえる。

３．プリクラ利用時の会話内容とその意

識について

プリクラ利用時の会話内容を若者が日常会話の

中で普段使用しているであろう「かわいい」

「かっこいい」「楽しい」「ポーズ」「フレーム・

背景」とし、それぞれの意識について回答をして

もらった。

１）かわいい

「プリクラを撮影するとき、どのくらい「かわ

いい」と言いますか」という質問に対して「かな

り言う」「まあ言う」「あまり言わない」「言わな

い」の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

　　　　　　　　　図2　相手との親睦
(内側:高校生男子N=50，NA=2:外側大学生男子N=25)
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その結果、高校生では、「かなり言う」と回答

した生徒が５名（11％）、「まあ言う」と回答した

生徒が13名（29％）、「あまり言わない」と回答し

た生徒が10名（22％）、「言わない」と回答した生

徒が17名（38％）であった（図４）。

大学生では、「かなり言う」と回答した学生が

０名（０％）、「まあ言う」と回答した学生が５名

（20％）、「あまり言わない」と回答した学生が５

名（20％）、「言わない」と回答した学生が15名

（60％）であった（図４）。

２）かっこいい

「プリクラを撮影するとき、どのくらい『かっ

こいい』と言いますか」という質問に対して「か

なり言う」「まあ言う」「あまり言わない」「言わ

ない」の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり言う」と回答し

た生徒が６名（13％）、「まあ言う」と回答した生

徒が11名（24％）、「あまり言わない」と回答した

生徒が12名（27％）、「言わない」と回答した生徒

が16名（36％）であった（図４）。

大学生では、「かなり言う」と回答した学生が

０名（０％）、「まあ言う」と回答した学生が４名

（16％）、「あまり言わない」と回答した学生が６

名（24％）、「言わない」と回答した学生が15名

（60％）であった（図４）。

３）楽しい

「プリクラを撮影するとき、どのくらい「楽し

い」と言いますか」という質問に対して「かなり

言う」「まあ言う」「あまり言わない」「言わな

い」の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり言う」と回答

した生徒が６名（13％）、「まあ言う」と回答した

生徒が22名（49％）、「あまり言わない」と回答し

た生徒が6名（13％）、「言わない」と回答した生

徒が11名（25％）であった（図４）。

大学生では、「かなり言う」と回答した学生が

３名（12％）、「まあ言う」と回答した学生が５名

（20％）、「あまり言わない」と回答した学生が７

名（28％）、「言わない」と回答した学生が10名

（40％）であった（図４）。

４）ポーズ

「プリクラを撮影するとき、ポーズの話をどの

くらいしますか」という質問に対して「かなり言

う」「まあ言う」「あまり言わない」「言わない」

の４つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり言う」と回答

した生徒が９名（20％）、「まあ言う」と回答した

生徒が14名（30％）、「あまり言わない」と回答し

た生徒が11名（４％）、「言わない」と回答した生

徒が12名（26％）であった（図４）。

図4　プリクラ時の会話内容(上段:大学生N=25, 下段:高校生N=50)
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大学生では、「かなり話す」と回答した学生が

６名（24％）、「まあ話す」と回答した学生が10名

（40％）、「あまり話さない」と回答した学生が４

名（16％）、「話さない」と回答した学生が５名

（20％）であった（図４）。

５）フレーム・背景

「プリクラを撮影するとき、フレーム・背景の

話をどのくらいしますか。」という質問に対して

「かなり言う」「まあ言う」「あまり言わない」

「言わない」の４つの選択肢を設け、回答を求め

た。

その結果、高校生では、「かなり言う」と回答

した生徒が７名（16％）、「まあ言う」と回答した

生徒が15名（33％）、「あまり言わない」と回答し

た生徒が12名（27％）、「言わない」と回答した生

徒が11名（24％）であった（図４）。

大学生では、「かなり言う」と回答した学生が

２名（８％）、「まあ言う」と回答した学生が13名

（52％）、「あまり言わない」と回答した学生が４

名（16％）、「言わない」と回答した学生が６名

（24％）であった（図４）。

高校生、大学生ともに「フレーム・背景」

「ポーズ」「楽しい」のことを言うことが多いの

は、プリクラ撮影の時間を楽しんでいるといえる。

このように、プリクラ特有の機能を楽しんでいる

上、発言や会話も多く、プリクラ利用時に多くコ

ミュニケーションが図られていることが分かる。

４．プリクラを撮る時に意識しているこ

とについて

では、プリクラ撮影時における会話は通常の会

話と違いがないのだろうか。撮影時の会話もプリ

クラのコミュニケーションとしての機能を大きく

果たしているのではないかと考えた。そこでの会

話発信時の元となる撮影時にどのような意識し、

撮影者の気持ちの変化についてはどういう意識を

もっているのか、以下のような質問紙調査をした。

１）表情

「プリクラを撮影するとき、表情について意識

していますか」という質問に対して「かなり意識

している」「意識している」「あまり意識していな

い」「意識していない」の４つの選択肢を設け、

回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり意識してい

る」と回答した生徒が３名（６％）、「意識してい

る」と回答した生徒が16名（33％）、「あまり意識

していない」と回答した生徒が13名（26％）、「意

識していない」と回答した生徒が17名（35％）で

あった（図５）。

大学生では、「かなり意識している」と回答し

た学生が４名（16％）、「意識している」と回答し

た学生が10名（40％）、「あまり意識していない」

と回答した学生が４名（16％）、「意識していな

い」と回答した学生が７名（28％）であった（図

５）。

２）ポーズ

「プリクラを撮影するとき、ポーズについて意

識していますか。」という質問に対して「かなり

意識している」「意識している」「あまり意識して

いない」「意識していない」の４つの選択肢を設

け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり意識してい

る」と回答した生徒が３名（６％）、「意識してい

る」と回答した生徒が16名（33％）、「あまり意識

していない」と回答した生徒が14名（28％）、「意

識していない」と回答した生徒が16名（33％）で

あった（図５）。

大学生では、「かなり意識している」と回答し

た学生が７名（28％）、「意識している」と回答し

た学生が８名（32％）、「あまり意識していない」

と回答した学生が５名（20％）、「意識していな

い」と回答した学生が５名（20％）であった（図

５）。

３）落書きを考慮した立ち位置

「プリクラを撮影するとき、落書きを考慮した

立ち位置について意識していますか。」という質

問に対して「かなり意識している」「意識してい

る」「あまり意識していない」「意識していない」

の4つの選択肢を設け、回答を求めた。

その結果、高校生では、「かなり意識してい
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る」と回答した生徒が１名（２％）、「意識してい

る」と回答した生徒が６名（12％）、「あまり意識

していない」と回答した生徒が22名（46％）、「意

識していない」と回答した生徒が19名（40％）で

あった（図５）。

大学生では、「かなり意識している」と回答し

た学生が１名（４％）、「意識している」と回答し

た学生か２名（８％）、「あまり意識していない」

と回答した学生が８名（34％）、「意識していな

い」と回答した学生が13名（54％）であった（図

５）。

高校生・大学生ともに、「表情」「ポーズ」が上

位にきており、「面白く」「楽しく」撮影する目的

があると考えられる。大学生は特に「ポーズ」に

こだわる傾向がある。つまり、表情や服装、ポー

ズを変えることで、自己表現ができ、撮影した

シールや画像を人に見せることで自己開示ができ

ると思われる。こうした意味では、プリクラは自

己表現の場となっている。また、「立ち位置」は

女子の場合と同様、年齢を重ねるに従い、自己中

心性から全体的フレームとしての視野が広がって

いくと考えられる。

５．全体的をとおしての考察

プリクラは自己表現の場ともなっている。プリ

クラ撮影時には、女子は、表情、服装、メイクな

どの容姿、男子は、表情、ポーズなどを特に意識

しているという結果であった。撮影時には、ポー

ズやフレーム・背景の話を約７割の生徒が「かな

り話す」「まあ話す」と回答しており、撮影者と

の会話も頻繁に行われていることがわかった。そ

して、約７割の生徒がプリクラを撮影すること

で、相手との親睦が深まったと回答している。幼

少期は内遊び中心、そして携帯電話やインター

ネットが普及した時代に生まれたことで、コミュ

ニケーション不足が懸念されている現代の若者に

とって、プリクラは安易にコミュニケーションを

とることができる手軽で身近な手段であるといえ

る。

さらに、男子に対して女子の方がプリクラの利

用に積極的であった。女子がプリクラ好きなのに

は、人との繋がりにあると考えられる。プリクラ

を撮る時は必ず相手がいる。撮影後もプリクラを

見返すことでつながりを再認識できる。プリクラ

を交換、インターネット上に公開することで自己

開示ができる。これらを女性が好んだことから、

プリクラは男性よりも女性に受け入れられたのだ

と考えられる。また、プリクラ撮影時に高校生が

「ポーズ」など自己中心的であったことから、大

学生になると全体の「立ち位置」を意識する傾向

が見られたのが特徴的な結果であった。

数年前まで多くの女子中高生が所持していたプ

リクラ帳は、現在の高校生はあまり所持していな

いことが分かった。プリクラ撮影後のシールや画

図5　　　プリクラ時撮影意識
(上段:大学生N=25，下段:高校生N=50)

3

3

3

7

1

1

16

10

16

8

6

2

13

4

14

5

22

8

17

25

16

5

9

13

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(NA=1)

表情

(NA=1)

ポーズ

(NA=2)
落書きを考慮した立ち位置

項目

割合

かなり意識している

意識している

あまり意識していない

意識していない

－93－



鹿児島大学教育学部教育実践研究紀要 第23巻（2014）

像の活用法については、シールは「何にも活用せ

ず保存する」という回答が多かった。プリクラ帳

を作り、交換・収集するということが主だった以

前の使い方とは違い、現在ではSNSの多様化、ス

マートフォンの普及によってプリクラシールの必

要性が低下していることが分かった。さまざまな

ことがインターネットや携帯電話でできるように

なり、人と会話することなく、情報交換ができる

ようになった。このことは、若者のコミュニケー

ション能力の低下にさらなる拍車をかけることに

なると考えられる。グループ学習や地域との連帯

を図るなど人と関わり合いながら学習ができる教

育形態、教育内容を扱っていく必要があると考え

る。

そして、携帯電話やインターネットが子どもや

若者に普及したことにより、出会い系サイトなど

を介した犯罪、プライバシー侵害などの被害が増

加した。今後、携帯電話やインターネットの危険

性や使用法について指導していく必要がある。

インターネットや携帯電話の普及はプリクラシー

ルの必要性を低下させている。なぜならば、プリ

クラの持っている収集・交換・共有という機能が

無く、個別化の特化であるからである。

個別化・特化になることによって、若者文化を

なくしてしまう恐れもある。若者文化がなくなる

ことは、若者のよりどころを失ってしまうことに

もなりかねない。若者文化は若者が自立し、大人

になるために必要なことであると考える。自分た

ちでこれらの文化を生み出す力をつけるととも

に、若者に若者特有の文化のきっかけや場、協働

・協同の作業を大人が提供すること(介入ではな

く)が必要だと考える。
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